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大
英
博
物
館
蔵
『
伊
吹
と
う
し
』
解
題
・
翻
刻
付
図
版

辻

英
子

 

成
稿

に
あ

た

っ
て
は
、
大

英
博

物
館

蔵

『
伊
吹

と

う
し
』

の
閲
覧

の
機

会

を
得

、
翻
刻

掲
載

の
許
可

(二
〇
〇
二
年
八
月
七
日
付
)
を

い
た
だ

く

に
あ

た

っ
て
、
同

館

の

日
巨

o
島
累
Ω
鋤
蒔

氏

に
は
大
変

お
世

話

に
な

っ
た
。
ま

た
、
国

立
国
会

図
書
館

に
は

「伊

吹

と
う

し
」

(
一
軸

)
の
熟

覧

の
機

会

を

得
た
。

は
じ

め

に
記

し

て
厚

く

お
礼
を

申

し
あ
げ

る
。

 

成
立

年
代
未

詳
 

江
戸
時

代
初

期
頃

か
。
写
絵

巻

一
巻
。
縦

三

三
・
○

×

全
長

一
〇

八

一
・
八
糎
。

所
蔵

番
号

 
甘

』
。。
謡
。

白
茶

色
地

に
菊
花

状

の

模
様
を

金
繍

で
織
り

出
し

た
薄
絹

表
紙

。
花

び

ら
は
萌

黄
色

あ

る

い
は
金

の
縁
取

り

・
埋

め
込

み
刺
繍

な

ど
を
施

し
、

縦

に
八
～

九
個

を
九

列

に
描

く
。
縦

一
六

・
二
×
横

三

・
四
糎

、
朱

地

に
金

泥

で
草
花

・
霞
引

き

の
題

籏

に

「
伊
吹

と
う

し
上
」
と
墨
書

し
、

表
紙

の
左

上

に
押

す
。
内
題

な

し
。

見
返

し
・
軸
付
紙

と

も

に
金

紙
、
茶

色

の
平

打
紐

が
付

い
て

い
る
。
牙
軸

。

料
紙

は
金
泥
霞

に
四
季
花
本

草
花

の
下

絵

の
入

る
上

質

の
鳥

の
子
。
全

二

四
紙
、

絵

は
全

六
図

。
奥
書

は
な

い
が
、
朝

倉
重

賢

筆

と
判

断

さ
れ

る
。

題
籏

に

「
上
」

と
あ

る

こ
と

か
ら
、

も
と

は

「中

・
下
」

の
三
巻

、
あ

る

い
は

「
下
」

の

二
巻

で
あ

っ
た

と
、
想

定

さ

れ
る
。

一 

伊
吹
と
う
し

 

「
伊
吹

と

う
し
」
は
御
伽

草

子

と
し

て
知

ら

れ

て

い
る
酒
呑

童

子

の
生

い

立

ち
を
描

い
た
も

の

で
あ
る

。
伊

吹
大

明
神

の
申

し
子
、
弥

三
郎

の
子
が

伊

吹
童

子

(後

の
酒

呑
童

子

)

で
あ

る
。
そ

の
出
生

に
は
、

三
輪

山

説
話

系

の
蛇

婿
入

苧
環

型
怪
婚

謂

が
ま

つ
わ

っ
て
お
り
、

挿
話

に
素

蓋
鳴

尊

の

大

蛇
退

治

や
日
本
武

尊

の
東

征

と
死
が

語
ら

れ

て

い
る
。

 

諸
本

に

つ
い
て

の
詳

細

は
省
く

が
、
松

本

隆
信
編

『室

町
時

代
物

語
類

現
存
本

簡
明

目
録
』

(『斯
道
文
庫
論
集
』
第

一
輯
所
収
・
『御
伽
草
子
の
世
界
』
所
収

三
省
堂
 

一
九
八
二
)
の
分

類

で
は
、

同
氏

の

「
例
言

」

に
よ
る

と
、

「
内
容

や
筋

の
上

に
大

き
な
相
違

の
あ

る
も

の
は

A
B
C

、
内
容

や
筋

立

は
ほ

ぼ

同
じ

で
本
文

に
著

し

い
相
違

の
あ

る
も

の
は

(
一
)

(
二
)

(
三
)
」
に
分
類

し

て
あ
る
。

 

A

(
一
)
東
洋

大

・
絵
巻

 
大

三
軸

 

 

 

 

《
続
岩

波
》

 

 

(
二
)
国
会

・
絵

巻
上
欠
大

一
軸

 

 

(三

)
大
英

博

・
絵
巻

 
大

三
軸

 

こ
の
う

ち

「
(三
)
」
は
、
無

款
。

江

戸
時
代

前
期

。
Z
o
ω
」
起

-
嵩
①
 

一

八

八

一
年

に

芝

一一冨
∋

〉
コ
α
臼
ω8

の
収

集

に
よ
る
も

の
で
、
沢

井

耐

三

一12



校

注

『
室
町

物
語

集
 
上

』

(新
日
本
古
典
文
学
大
系
 

一
九
八
九
)
に
収

め
ら

れ

て

い
る
。
本
稿

で

と
り
あ
げ

る
大

英
博

本

は
、
右

の
A

B
C
分
類

の
う
ち
、

A
類

に
属

す

と
見

ら
れ

る
。

な

か
で
も
、
本

文

は
、
東

洋
大

学
蔵

(島
津
久

基
旧
蔵
)
絵

巻

(上
中
下
三
巻
)
に
近

い
。

こ
れ

は

『続

お
伽
草

子
』

(嶋
津
久

基
編

岩
波
文
庫

昭
和
三
+

一
年
)
に
翻
刻

が
あ

る
。
市
古

貞
次

氏

は
、
そ

の

あ

と

が
き

に
、

 
 

三
巻

の
う
ち
、

下
巻

に
は
中

間

及
び
終

り

に
脱
文

が
あ

る
が

、
多

分

 
 

比
叡

山

を
追

わ
れ

た
酒
天

童

子
が
西
方

へ
赴

き
大

江
山

に
棲

む

こ
と

 
 

で
結

ん

だ
も

の

で
あ

ろ
う

。
他

に
類
本

の
あ

る

こ
と
を
聞

か
な

い
し

、

 
 

内
容

的

に
見

て
も
頗

る
興

味
あ

る
も

の
と

思
わ

れ
る

の
で
、
完

本

で

 
 

は
な

い
が
、

こ

こ
に
収

め
た
。

(
一
九

一
頁
)

と
推
定

さ
れ

た
。

そ

の
後

、
国
会

図

書
館

か
ら
、

上
巻

に
あ

た

る
部

分

を

欠

い
た

『
伊
吹

ど
う

じ
』

(絵
巻

物

一
軸
)
が
発

見
さ

れ
、

ま

こ
と

に
こ
の

推

定

ど
お
り

で
あ

っ
た
。

佐
竹

昭
広

氏

は
、

 
 

は
た
し

て
、
酒

呑
童

子
が

大
江

山

へ
移

り
住

み
、

暴
逆

栄
華

に
誇

る

 
 

と

こ
ろ
で
終

わ

っ
て

い
た

(『酒
呑
童
子
異
聞
』
平
凡
社
選
書
55
 

一
九
八
四

 
 

〈初
版

一
九
七
七
〉
年

四
七

・
四
八
頁
)

と
述

べ
て
い
る
が
、

こ
れ

に

つ
い
て
は
後
述

す

る
。

 

大
英

博
本

(以
下
略
称
す
る
)
に
は
東

洋
大

本

(以
下
略
称
す
る
)
の
次

の
二

場

面

が
な

い
。
即

ち
、
中

巻

の
冒
頭

か
ら
中

間

に
あ

た
る
、

弥

三
郎

の
死

に
続

い
て
大

野
木
殿

の
姫

は
弥

三
郎

の
胤

を
宿

し
、

三
十

三

か
月

目

に
恐

ろ
し

い
怪
童

を
生

ん
だ
。

伊
吹

童

子

こ
と
後

の
大
江
山

酒
呑

童

子

で
あ

っ

た
。
次

い
で
、
下
巻

の
冒

頭

に
続

く
、
童

子

の
将

来

を
恐

れ
た
大

野
木

殿

は
、
童

子
を

伊
吹

山
中

に
捨

て

る
。
動
物

た

ち

に
育

て
ら

れ
た
童

子

は
悪

事

の
限
り
を

働

き
、
伊

吹
大

明
神

の
逆
鱗

に
ふ
れ
山

を
追

わ

れ
、
比
叡

山

に
移

る
が

、
伝
教

大
師

の
法
力

と
山

王
権
現

の
神
力

を
恐

れ
逃

げ

だ
し
、

西
を
指

し

て
飛
行

し

た
と

こ

ろ
で
あ

る
。

 

こ

の
よ
う

に
見

て
く

る
と
、

現
大

英
博
本

】
軸

の
題
籏

の

「
上
」

は
、

別

に

「
中

・
下

」
あ

る

い
は

「
下
」

の
存
在

を
示
唆

す

る
蓋
然

性

は
否

め

な

い
。
東

洋
大

本
及
び

国

会
本

に
あ

る
童

子
棄
捨

謂

と
後

者

に
の
み
あ

る

伊
吹

を
追

わ

れ
大

江

山

に
居
を
構

え
栄

華

に
誇

っ
た
酒
呑

童

子

に
該

当

す

る
部

分

で
あ

る
。

 

と

こ
ろ
で
、

大
英
博

本

(上
)
の
配
列

と
東

洋
大
本

に
は
大

き
な

異
同

が

あ

る
。
話

の
展
開

・
紙

継

ぎ
、

本
文

の
構
成

等

を
考
慮

に
入

れ

る
と
、

い

ま

の
と

こ
ろ
大

英
博
本

は
、

も
と
も

と
現
状

ど

お
り

で
あ

っ
た
と
考

え

て

お
く

。
筋

立

て
は

『簡

明
目

録
』
B
分

類

の
赤
木

文
庫

旧
蔵

「
伊
吹

山

(大

江
山
以
前
)
酒
典
童

子

(仮
題
)」

(『室
町
時
代
物
語
大
成
』
二
 
昭
和
五
六

〈
初
版
昭

和
四
九
〉
年

角
川
書
店

三
五
七
～
三
七
八
頁
)
の
前
半

に
ほ
ぼ
合

う
。

と
す

る

と
東

洋
大

本

に
錯
簡

が
あ

る

こ
と

に
な

る
が
、
詳

細

は
後

考

を
記

し
た

い
。

二
 

大
英
博
物
館
本
と
東
洋
大
学
図
書
館
本

 
大

英
博

本

と
東

洋

大

本

と

の
異

同

を
便

宜

上

前

者

を
主

軸

と
し

示

す

と
、

次

の
よ

う

に
な
る
。

 
大

英
博

本

の
第

4
紙

の
冒
頭

は
、

 

 
大

こ
く

に
は

日

に

]
こ
く

の
さ
け

を

の
み

(第
-
行

〈東
洋
大
本
、
中
第

 

 
6
紙
第
1
行
〉
錯
簡
)

と
あ

る
と

こ
ろ
、
東

洋
大

本

で

は
、

 

 

お
そ
ろ

し
き
神

の
う

ち
う
と

又
は
申

子

に
/

て
な
ん

お
は

し
ぬ

れ
は

 

 

や
三
郎

と

の
も

(上
第
3
紙
第
1

・
2
行
)

と
あ

る
。
東

洋
大
本

の
こ

の
箇
所

は
、

大
英
博

本

で
は
、
第

13
紙

「時

に

一13一



大

し

や

い
か
り

を
な

し
」

(第
-
行
)
に
始

ま

る

「
か
や
う

に
お
そ

ろ
し

き
神

の
う

ち
人

又
は
申

子

に

て
な
ん

お
は

し

ぬ
れ

は
弥

三
郎

と

の
も
」
(第
18
・19

行

〈
紙
継
ぎ
〉
)
と
あ

る
文

に
当

た

る
。

と

こ
ろ

で
、

東
洋

大
本

の

「
時

に
大

し

や
～
」
(第
-
紙
第
-
行
)
に
は

じ
ま

る
文

は
下
巻

の
冒
頭

に
位
置

し
、
「
か

や

う

に
」

(第
19
行
)
(『続
お
伽
草
子
』
に
は
、
「か
や
う
に
」
の
次
に

〔脱
文
ア
ル
カ
〕

(
一
六
〇
頁
)
と
し
て
い
る
)
の
次

に
第

1
紙

の
紙
継
ぎ

が

あ
り
、
第

2
紙

に

入

る
。
大

英
博

本

で
は
、

「
か

や
う

に
お

そ
ろ
し

き
」

(第
18
行
)
は

一
連

の

文

で
、
二
語

間

に
紙

継

ぎ
は

な

い

の
で
、
現
蔵
本

に
関

す

る
限
り
、
「
か
や

う

に
」
の
後

に
錯

簡

は
想
定

し

に
く

い
。

一
方

、
東

洋
大

本

の
場

合
、

「
か

や

う

に
」

(下
第
-
紙
)
の
後

に
紙

継
ぎ

の
あ

る

こ
と

か
ら
、
大

英
博
本

に
照

合

す
る

と
後
続

の
文

は
、

上
第

3
紙
第

1
行

冒
頭

の

「
お
そ

ろ
し
き

」

に

繋

が
り
、
錯
簡

と
考

え

ら
れ

る
。
た

だ
し
、
東

洋
大
本

に
あ

る
「
(や
三
郎
と

の
も
)
た
け
く

お
そ

ろ
し

く
ま

し

ま

せ
り

と

て
上

下

は
ん

み
ん

お
そ

れ
を

な

し
け

り
」
(第
3
紙
第
3
～
5
行
)
の
文

は
大
英

博
本

に
は

見
ら

れ
な

い
。
該

当

部
分

の
大
英

博
本

と
東

洋
大
本

と
を
対
比

す

る

と
次

の
よ
う

に
な
る
。

 

 

か
や
う

に
お

そ
ろ

し
き
神

の
う

ち
人

又

は
/
申

子

に
て
な
ん

お
は

し

 

 

ぬ
れ
は
弥

三
郎

と

の
も

(第
13
紙
、
紙
継
ぎ
)
(東
洋
大
本
、
～
た
け
く
お
そ

 

 

う
し
く
ま
し
ま
せ
り
と
て
上
下
は
ん
み
ん
お
そ
れ
を
な
し
け
り
此
や
三
郎
と
の
は

 

 

〈上
第
3
紙
第
2
～
4
行
〉
)
野
山

の
け
た
も

の
を

か
り

と
り

て

(第
14
紙
第

 

 

1
行
)

行

末

の

「
弥

三
郎

と

の
も

(は
)」

が
重
な

り
、

し

か
も
紙
継

ぎ

の
あ

る
こ

と
か
ら
、

あ

る

い
は
大
英

博
本

に
、

書
写

の
際

の
目
移

り

に
よ

る
脱

落

が

あ

っ
た
か
も

し
れ

な

い
。

次
に
大
英
博
物
館
本
と
東
洋
大
学
本

(カ
ッ
コ
内
に
)
と
の
異
同
を
示

す

と

次

の

よ

う

に
な

る

。

・…
ほ

と

ん

と

一
(
お

ほ

か

た

)
人

け

ん

の

し

わ

さ

に

は

あ

ら

さ

り

け

り

(第

 

1
紙

第
8

・
9
行
)

・
っ
う

り

き

を

え

た

り

と
一
そ

…
(
も

)

み

え

し

(1

・
11
)

・
お

ほ

く

の

み

給

ふ
…
事

…
(
に
)

た

め

し

な

き
有

さ

ま

也

(-

・
14
)

・
よ

の

つ

ね
…
に

…(
の

人

に

こ

え

て

)
の

み

ひ

た

り

て

お

は

し

ぬ

れ

は

(
4
・

 

3
)

・
は

ひ

こ

り

し

に

よ
…
つ

「
(
ナ

シ

)

て

(4

・
10
)

・
と

一
し

…
(り

)

く

に

人

を

の

み

(
4

・
12
)

・
お

き

な
…
う

は

一
(
ふ

う

ふ

の
も

の

)

あ

り

(5

・
3
)

・
ふ

う

ふ

の

も

の

に

て

(そ

)

佳

り

…
(き

)

(5

・
9
)

・
さ

け

を

た

》

へ
て

あ

ひ

ま

ち
…
侍

る

…
(た

ま

へ
り

)

(6

・
9
～

10
)

∴

も

こ

よ

ひ

一
(も

た

ひ

の

う

へ
に

)

ふ

し

た

り

(8

・
6
)

・
…
す

ん

一く

(
つ

た

く

)

に

き

り
給

ふ

(8

・
7
～

8
)

・
い

な

た

ひ

め

を
…
は

し

め

一
(
み

め

)

と

し

て

(9

・
1
～
2
)

・
あ

ま

の

む

ら

雲

の
…
け

ん

…
(
つ

る

き

)

を

給

は

り

(給

ひ

)

て

(
9

・
18

 

～

19
)

・
み

こ
と

を

そ

こ

一
(う

し

)

な

ひ

て

(10

・
16
～
17
)

・
こ

の

み

つ

一
(し

み

つ
)

を

さ

め

か

井

と
名

つ
け

し

な

り

(13
・
10
～

11
)

・
う

し

み

る

ま

》

に

一
(
な

ど

を

)

う

は

ひ

と

り

う

ち

こ

ろ
一
し

一
(な

と

 

し

て
)

し

よ

く

し

け

る

あ

り

さ

ま

(14

・
5
～

6
)

・
母

う

へ
…
や

…
(ナ

シ

)

め

の

と

の

つ
ほ

ね

な

と

は

ゆ

め

に
も

い

か

て

か

 

し

り

侍

る

へ
き

(
15

・
9
～

10
)

・
め

の

と

大

き

に

お

と

ろ

き

て

(
こ

は

そ

も

)

い
か

な

る

御

事

そ

と

し

き

 

り

に

と

ひ
侍

…
り

け

一
(
つ
)

れ

は

(15

・
12
～
13
)
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・
お

た

巻

と

い
ふ

も

の

に

は

り

を

つ

け
…
て

ス

ナ

シ
)

(略

)

ひ

め

き

み

に

…
さ

つ

け

…
(與

へ
)

給

ふ

(
16

・
3
～

7
)

・
も

す

そ

に

は

り

を

取

つ
け

て

一
(
さ

し

を

た

ま

き

に

つ
け

て

)

あ

し

た

に

こ

れ

を

見

侍

…
り

}
(
ナ

シ

)

し

か

は

(18

・
2
～
3
)

・
へ
ん

け

の

も

の

〉
し

わ

さ

な

り
…
て

…
(と

)

(18

・
5
)

・
弥

三

郎

と

の

〉
家

に

そ
…
と

ま

り

・
た

・
な

ら

ぬ

身

と

さ

へ
な

り

…
て

・
と

し

こ

ろ

(日

ご

ろ

)

さ

け

を

給

ひ

し

か

と

も

(22

・
3
～

4
)

・
し

ん

く

か

き

く

れ
…
た

る

一

 

(
22

・
7
～

8

)

・
し

し

(
給

ひ

)

 

(到

り

)

け

る

(18

・
8
～
9
)

 

(ナ

シ
)

候

へ
と

も

(19

・
4
)

す

き

…
(
こ

の

み

)

て

ゆ

、
し

く

の

み

(た

り
給

ふ

こ
と
)

こ
そ

こ
と

は
り

な
れ

 
 

 
 

 
 

 
た
り

と
思

ひ
て
野

へ
の

(を

く
り

を
し

て
)

つ
か
に

つ

 

き

こ
め
た
れ
は
千

日

と

い
ふ

に
さ

け
…
の
え

ひ

一
(ナ

シ
)

さ
め
し

ほ
と

 

に

(22

・
18
～
23
・
1
)

・
か

〉
る
た
め
し

も
…
あ

り

一
(あ
れ

は
)

(23

・
2
～
3
)

・
出

給

ふ
ら
ん
と
思

へ
と

(も

)

つ
ゐ

に
そ

の
さ
た

も

…
(
ナ
シ
)

な
か

 

り
け

り

(23
・
5
～
6
)

以

上

の
結
果

か
ら
、

語
彙

に
お
け

る
異
同

は
微
少

に
留

ま
る

こ
と

か
ら
、

大
英

博
物
館
蔵

本

と
東
洋

大
学
蔵

本

と
は

同
系
統

本

で
あ

る

こ
と
が

明
ら

か
に
な

っ
た
。

三

大
英
博
物
館
本
と
東
洋
大
学
本
と
国
会
図
書
館

本
と

 

先

に
述

べ
た
よ

う

に
、

市
古

貞
次

氏

に
よ

っ
て
東

洋
大

本

は
下
巻

に
脱

文

の
あ

る
こ
と
、
そ

の
後

佐
竹

昭
広

氏

は
、
『
日
本
古

典
文

学
大

辞
典

』
に
、

 
 

(
一
)

東
洋

大
学

蔵

絵
巻

上

中

下

三
巻

。
上

巻

に
錯

簡

、
下

巻

に
脱

 
 
文

・
脱

落
。

(
二
)
国
会

図
書

館
蔵

絵
巻

一
巻

。

(
一
)
の
上
巻

部
を
欠

 
 

く
。

も

と
全

二
巻

か
。

(二

一
四
頁
)

と
解
説

さ

れ

て

い
る

が
、
錯

簡

・
脱
落

・
脱
文

の
詳
細

に

つ
い
て
は

ふ
れ

て
お
ら

れ
な

い
よ
う

で
あ

る
。

 
国
会

図
書

館
蔵

『伊

吹

と
う

し
』
一
軸

(寄
別

10
-
48
)
は
現

在

イ

ン
タ
ー

ネ

ッ
ト

・
貴

重
書

画
像

デ

ー
タ

ー

べ
ー

ス
で
も

公
開

さ
れ

て

お
り
、
そ

れ

に
よ
り
概

要
を
知

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
大

英
博
物

館
本

と
東

洋
大

学
本

と
国
会

図
書

館
本

と
を
照

合

し
た
結

果

次

の
よ
う

な

こ
と
が
明

ら

か

に
な

っ
た
。

 

一 

国
会

本

(以
下
略
称
す
る
)
の
冒

頭
部

分

、
「
さ
る
程

に
、
弥

三
郎

殿

は

は
か
な

く
な

り
給

ふ
よ

し
聞

こ
え

し

か
は

(第

1
紙

)

よ
り

「
八
十

年

た

い
な

い
に
宿

り

て
、
白

は

つ
の
老

翁

に
て
生

れ
給

ふ
。

こ
れ

(第
5
紙
第

16
行
)」
は
、

東
洋

大
本

の
中
巻

(第
-
紙
第
-
行
～
第
5
紙
第
19
行
)
に
あ
た

る
。

 
次

に
、

東
洋

大
本
中

巻

の
、

 
 

白

は

つ
の
ら
う

お
う

に

て
生

れ
給

ふ

こ
れ

(第
5
紙
第
-
行
、
紙
継
ぎ
、

 
 

錯
簡
)/

大

こ
く

に
は
日

に

一
こ
く

の
さ
け
を

の
み
し

(第
6
紙
第
-
行
)

右

の
文

は
大
英

博
本

に
は
な
く

、
国

会
本

(下
)
に
次

の
よ

う

に
見
え

る
。

 
 

白

は

つ
の
ら
/

う

お
う

に

て
む
ま

れ
給

ふ

こ
れ
す
な

は
ち
/

か

せ
う

 
 

ふ

つ
の
け
し

ん
也

し
ゆ

し
や
う

さ

い
と

の

(第
5
紙
第
15
～
17
紙
)

す

な
わ

ち
、
右

の
文

に
照

合

し

て
、

東
洋

大
本

の

「
こ
れ
」

の
後

に
は
紙

継
ぎ

の
あ

る

こ
と

か
ら
も

、
同

下
巻

の

「
す

な
は

ち
か
せ
う

ふ

つ
の
け
し

ん
な
り
」

(第
2
紙
第
2
行
)
に
繋

が

り
、
錯

簡

と
考

え
ら

れ
る
。

こ

の
段

に

該

当
す

る
国
会

本

と
東
洋

大
本

(カ
ッ
コ
内
に
)
と

の
異
同

は
次

の
と

お
り

で

あ

る
。

 15一



・
四

方

に
…
お

ち

ち

り

た

る

一
(う

せ

ち

り

た

り

し

)

2
～
3
行
)

人
民

と
も

(第
1
紙
第

・
も

と

の
…
す

み
か

に
か

へ
り

つ

》
な

り
わ

ひ
を

い
と
な

み

し
ほ

と

に
い

 

つ
し

か

…
(
か
う

さ

と

に
そ
か

へ
り
け

る
さ

て
こ
そ

)
と

こ

ろ

(
の
)

…
<

…
(ナ

シ
)

は

ん

し

や

・ユ

し

…
(
と

て

)

(1

・
3
～

5
)

・
さ

る

ほ

と

に

(
か

〉
り

け

る

と

こ

ろ

に
)

お

ほ

の

き

殿

の

ひ

め

き

み

は

こ

の

よ

し

を

(
つ
た

へ
)

き

こ

し

め

し

な

け

き

給

ふ

(事

こ

)

そ

あ

は

れ

な
…
る

…
(
れ
)

(
1

・
6
～

8
)

・
そ

の
…
秋

…
(夜

)

の

さ

け

を

は

(
し

ゐ

)

た

て

ま

つ
る

ま

し

き

も

の

を

と

ち

た

ひ

百

た

ひ
…
く

や

み

一
(
か

な

し

ま

せ

)

給

へ
と

(-

・
9
～

U
)

・
か

な

し

み
…
あ

へ
り

 

(給

へ
り

け

れ

)

(2

・
4
)

・
物

を

の
給

ふ
…
こ

と

 

(を

)

あ

や

し

む

へ
き

に

あ

ら

す

(
と

か

く

)

月

日

に

そ

へ
て

(4

・
2
～

3
)

・
は

三

ひ

め

き

み

一
(う

へ
)

は

申

に

を

よ

は

す

お

ほ

の

木

殿

…
も

北

の

か

た

一
(
ふ

う

ふ

の

人

)

も

て
う

あ

ひ

し

給

ふ

事

な

の

め

な

ら

す

(4

・
4
～

6
)

・
お

に

子

を

う

み

た

ま

へ
り

と
…
さ

〉
や

き

し

一
(な

と

〉
取

さ

た

し

け

る

)

か

(4

・
9
)

・
…
お

と

こ

女

も

一
(上

下

)

た

〉

こ

の

事

を

の

み
…
さ

た

し

け

り

一
(申

し

あ

ひ

け

る

は

)

(4

・
11
～
12
)

∴

又

…
(
ナ

シ

)

こ

の

ち

こ

…
(ち

〉
)

さ

け

を

あ

い

し

て

の

み

給

ふ

…
事

な

の

め

な

ら

す

と

…
(
よ

し

)

聞

え

し

か

は

(4

・
14
～
16
)

・
大

こ

く

…
に
 

(
の

)

ら

う

し

と

申

(せ

し

)

せ

い

し

ん

は

(5

・
14
)

・…
す

な

は

ち

 

(さ

る

程

に

)

(略

)

人

も

か

よ

は

ぬ

た

に
そ

ζ

の

…
(な

る

)

い

は

の

は

さ

ま

に

(
6

・
6
～

8
)

・
お

ほ

の

木

と

の

》
の

な

さ

け

な

一
し

…
(
<
)

こ

ろ

し

給

へ

る

 
…
そ
と

お
も

ひ
て

一
(
こ
と

の
う

ら
め
し

け
れ

と
)

(8

・
2
～
3
)

・
こ
ら
う

や

か
ん

の
た
く

ひ
も

か

い
し

ん
も

な
さ

す
し

て

}
(
ひ
と

へ
に

 

お
そ

れ
て

か

へ
つ
て
)
し

ゆ

こ
し
…
た

て
ま

つ
る

て

い
な

り

一
(け

る
あ

 

り
さ

ま
た

〉
人
な

ら
す
)

さ

る
う
さ

き

(
む
し

な
)

た

ぬ
豊

な
と

か

一

 

(
の
け

も

の

)

お

り

く

…
に

}
(ナ

シ

)

花

を

さ

〉
け

(8

・
10
～

14
)

・
さ
し
も
草

は

ふ
ら
う

ふ
し

の
く

す
り
…
也

…
(と
な

り
け

る

に
や

)
(
8
・

 

15
)

・
ち
ん

さ
…
な

…
(ナ

シ
)

し
給

ふ
れ

い
ち
な

れ
は

(U

・
12
)

・
に
し
を

(「さ
し
」
ト
ア
リ
。
国
会
本
ナ
シ
。
脱
力
)
て
そ
と

ひ
ゆ

き
け

る

(11
・

 

18
～
19
)

こ
の
後

に
、
国
会

図
書
館

本

に
は

、
大
英

博
物

館
本

・
東

洋
大

学
本

に
な

い

「
大
江

山
」

の
場
面

が
続

く
。

 

 
 

 

四
 

国

会

図

書

館

本

に

つ

い

て

 

装
漬

は
大
英

博
物
館

本

と
同

一
。
料

紙

の
詞
書
部

分

は
金

泥
菖

蒲

・
蔓

草

・
秋
草

地
文

の
下
絵

の
入
る
上

質

の
鳥

の
子
、

こ
れ

は

ス

ペ
ン
サ

ー

・

コ
レ
ク
シ

ョ
ン
蔵

『大

職
冠
』

絵
巻

三
軸

(拙
著

『ス
ペ
ン
サ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
蔵
日
本
絵
巻
物
抄

付
、
石
山
寺
』
所
収

笠
間
書
院

二
〇
〇
二
年
)
と
瓜

二

つ

の
も

の
で
あ

る
。
書
体

は
流

麗
巧

妙

で
、
絵

も
細
密

・
豪

華

で
あ

る
。

全

二
三
紙
。

絵

は
全
六

図

で
あ
る
。

奥
書

は
な

く
、
絵

・
詞

と
も

に
筆
者

未

詳

。
第

一
紙
右

下

に

「
亀

田
文
庫

」

の
朱
印

が
あ

り
、

そ

の
左

の
朱

円
印

に

「
昭
和

十
九

・
三

・
二
十

四
購

入
」

と
記

す
。

 

亀

田
文
庫

と

は
、

「
亀

田

(候
吉

)
文
庫

」
の

こ
と

で
、

こ

の
文
庫

は
個
人

の
蔵
書

を

}
括

購

入
し
た

も

の
で
は

な
く
、

旧
帝

国
図

書
館

の
購
入

基
金
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の
寄

贈

を
受
け

て
、
随
意

に
購

入
し

た
資
料

に
付

さ

れ
た
文

庫
名

で
あ

る
。

昭
和

一
四
年

五

月

に
実
業

家
亀

田
候

吉

か
ら
愛
息

の
遺

言

に
基

づ
き
寄

贈

さ
れ

た
。
善
本

が
多

く
当
館

の
貴
重

書

に
指
定

さ

れ
て

い
る

も

の
が
多

く

あ

る
。

(監
修
国
立
国
会
図
書
館

『国
立
国
会
図
書
館
百
科
』
出
版
ニ
ュ
ー
ス
社

 
一
九

八
九

〈初
版

一
九
八
八
〉
年
)

 

本
絵
巻

に

つ
い
て
、
気
づ

い
た

こ
と

を
記

す
。

表
紙

の
題
簸

(縦

「
六
・三
×
横
三
・五
糎
)
の

「
伊

吹

と
う
し

」

は
大
英
博

物

館
本

と
同

筆
。

右
下

(上
か
ら

一
二
・
二
糎
の
位
置
)
に
朱
紙

の
擦
消

が
あ

り
現

状

で

は
、

白

の
下
地

が
出

て

い
る
。

こ
の
擦

消

に

つ
い
て
で
あ

る
が

、

は

じ

め

マ
イ
ク

ロ
フ
イ

ル
ム

で
点

検

し
た

と
き

に
は
、

見
消

の
跡

の
よ

う

に

黒

く
写

り
、
そ

の
形
状

が
注

目
さ

れ
た
。

イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
画

像

で
は
、

そ

れ
が
白

く
写

る
。
実
物

に
よ

る
と
、
例

え

て
言

え
ば

「
下
」

の
文
字

の

第

一
画

の
上
部

と
第

三
画

の
右

上
部

の

二
箇

所

に

黒

い
色

が

認

め

ら
れ

る
。

こ
れ
は
あ

く
ま

で
推
定

で
あ

る
が
、

そ

の
形
状

か

ら
し

て
、
擦

消
以

前

に
は

「
下
」

の
文
字

が
記

さ

れ
た

い
た
、

と
考

え
る

に
至

っ
た
。

題
籏

の
文
字

・
装

漬

、
表
紙

、
料
紙

、
牙

軸

と
も

に
大
英

博
物

館
本

と
同

じ

こ

と
か
ら
、

現
在
失

わ

れ

て

い
る
紐

は
、

も
と

は
現
大

英
本

と
同

じ
表

紙

と

同
系

の
茶
色

の
平
打
紐

で
あ

り
、
両

者

は

一
対

で

「
上

・
下
」

全

二
巻

か

ら

な
る

も

の
で
あ

っ
た
と
推
察

さ

れ
る
。

 

そ

の
傍

証
と

し

て
、
絵

の
共
通
点

を
挙
げ

る
と
、

ま
ず

国
会

本

〔絵

一
〕

は
、
弥

三
郎

の
遺

児

を
宿

し
た
姫

君
は

三
十

三
月

を
経

て
玉

の
よ

う
な
男

子

を
産

む
。

髪

は
黒

々
と
肩

ま

で
の
び
、

歯

は
上
下

に
生

え
揃

っ
た
若
君

を
抱

く
乳

母
。

見
守

る
女
房

た

ち
に

つ
い
て
で
あ

る
。
前

列
左

二
人

の
女

房

は
、

最
終
場

面

〔絵

六
〕
、

酒
呑

童
子

が
大

江
山

に
移

り
住

み
、

栄
華

に

誇

る
と

こ
ろ

に
も
再

度
登
場

し
、

同
位

置

に
描

か
れ

て

い
る
の
だ

が
、

そ

の
左

か
ら

二
番
目

の
女
房

の
表
着

は
、
白

地

に
繧

色

と
赤
色

の
花

に
萌

黄

色

の
葉

を
散

ら
し

た
文
様

で
あ

り
、
大

英
博

本

〔絵

四
〕

の
前
左

二
番

目

の
女
房

の
衣

装

と
同
じ

で
あ

る
。

ま
た
、

同
場

面

の
畳

の
緑

色

と
縁

取
り

の
文
様

も
同

様

で
あ

る
。

国
会

本

〔
絵

六
①

〕

中
央

の
松

は
、
大

英

博
本

〔
絵

四
〕
中

央

の
松

の
描

き
方

と
彩
色

・
葉

の
先
端

の
細
部

に

い
た
る
筆

使

い
ま

で
近

似
す

る
。

こ
れ

ら

の
共

通
性

は
両

絵
巻

の
絵

が
同

じ
絵

師

の

手

に
な
る

こ
と
を

示
唆

し

て

い
る
。

 

次

に
詞
書

に

つ
い
て
は
署
名

の
明

ら

か
な

ス

ペ
ン
サ

ー

・
コ
レ
ク

シ

ョ

ン
蔵

『
大
職

冠
』

の
朝
倉

重
賢

筆

に
酷
似

す

る
。
時

代

の
書

風

を
考
慮

に

入

れ

て
も
重

賢
独
特

の
筆

癖

も

で
て

い
る

こ
と
か
ら

重
賢
筆

と
判

ず

る

に

至

っ
た
。

料

紙

の
同

一
性

に

つ
い
て
も
当

時
よ

く
用

い
ら

れ
た

も

の
で

は

あ

ろ
う

が
、

同
様

に
考

え
る
。

以
上
の
調
査
の
結
果
を
ま
と
め
に
替
え
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

一 

大
英
博
物
館
蔵
本
と
国
会
図
書
館
蔵
本
と
は
も
と

一
対
か
ら
成
る
上

下
全
二
巻
で
あ
っ
た
。

 

詞
書
は
上
下
と
も
朝
倉
重
賢
筆
で
あ
る
。

 

絵
の
筆
者
は
不
明
で
あ
る
が
、
大
英
博
物
館
本
と
国
会
図
書
館
本
と

は
同

一
の
絵
師
に
よ
る
。

 

本
稿
の
末
尾
に
付
け
た
両
絵
巻
の
法
量
記
録
は
本
絵
巻
の
近
似
性

・

 
一
対
性
を
語
っ
て
い
る
。

 

東
洋
大
学
蔵
本
の
上

・
中

・
下
に
は
錯
簡
が
あ
る
。
下
巻
に
脱
文

・

脱
落
が
あ
る
。
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補
記

 

入
稿
後

、
国
会

図
書
館

蔵

『
伊
吹

と
う

し
』

一
軸

に

つ
い
て
、

石
川

透

氏

は

「第

三
編

 
朝
倉

重
賢
筆

奈
良

絵
本

・
絵

巻
類

」

で
、
朝
倉

重

賢
筆

に
同
筆

と
判
断

さ
れ

て

い
る

(『奈
良
絵
本
・絵
巻
の
生
成
』
「分
類
n
」
三
弥
井
書

店

平
成
+
五
年

二
一
八
頁
)
こ
と

を
知

っ
た
。
こ

こ
に
記

し

て
賛

同

の
意
を

表

す

る
次

第

で
あ
る
。

 

ま
た
、

東
洋

大
学
図

書
館
蔵

『
伊
吹

と
う

し
』

三
巻

(寛
永

延
宝

頃
写

の
熟
覧

の
機
会

を
得

た
。

こ

こ
に
記
し

て
、
ご

厚
意

に
深

く
感

謝
申

し
あ

げ

る
。

大
英
博
物
館
蔵
本

『
伊
吹
と
う
し
」
詞
書

む
か

し
あ
ふ

み
の
く

に
伊

ふ
き
山

の

ふ
も
と

に
伊
吹

き

の
弥

三
郎
殿

と
申

て
名

た

か
き

人

侍

り
け
り

こ
れ

は
弥

太
郎

と

の
と
申

せ
し

人
伊
吹
大

み
や

う
神

に

い
の
り

た
て

ま

つ
り
て
ま
う

け
給

た
り

し
子
也

さ

れ
は

に
や

そ

の
け
し
き

ゆ

〉
し

く
け

た

か
く

し

て
心
た

け
く
身

す
く

や

か
な

り
ち

か
ら

わ
さ

は
や
わ

さ
な

と
は
ほ

と
ん

と
人
け

ん

の
し
わ

さ

に

は
あ

ら
さ
り

け
り
山

を
う

こ

か
し
岩

を

つ
ん

さ
き

て
ん
く

は
う

の
け
き

す
る

よ
そ

ほ

ひ

ま

こ
と

に

つ
う

り

き
を
え

た
り

と
そ

み
え

し

つ
ね

に
野
山

を

か
け
り

て
け

た
物

を

取

て
し
よ
く

と
し
給

へ
り
又

さ
け
を

あ

い
し

て

お
ほ
く

の
み
給

ふ
事

た

め
し

な
き
有

さ

ま
也

(第
-
紙
)

 

〔絵

一
〕

(第
2
・
3
紙
)

大

こ
く

に
は
日

に

一
こ
く

の
さ

け
を

の
み

し
人
あ

り
と

い

へ
り
こ

の
弥

三

郎
殿

は

よ

の

つ
ね

に
の
み

ひ
た
り

て

お
は
し

ぬ
れ

は

そ

の
か
き
り

は
か

り
か
た

し

み
な
人
申

や

う
も

し
こ

の
人
は
伊

吹
大

み
や

う
神

の
け

》
ん

か

と
そ
あ

や
し

み
を
な

し
け

る
そ

の

ゆ

へ
は

む

か
し

出

雲

の
く

に
ひ

の
川

か

み
鳥

上

の
た
け

と

申

と

こ
ろ

に
と
し
久

し
く

す

み
侍
し

お

ろ

ち
あ
り

お

か
し
ら

と
も

に
八
あ

り

し
か

八
の

を
八

の
た

に

〉
は

ひ
こ
り

し

に
よ

つ
て
是

を

や
ま
た

の

お
ろ
ち

と
そ
申

け

る
久

し
く

こ

の
と

こ
ろ

に
す
み

て
と

し
く

に
人

を

の
み

け
る

ほ
と

に
お
や

を

の
ま
れ

て
は

子

か
な

し

ひ
子
を
う

し
な

ひ

て
な
け

く

お
や

い
く

千
万

と

い
ふ
か
す

を
し

ら
す

ご

〉
に
そ

さ

の

お

の
み

こ
と

〉
申

た

て
ま

つ
る
は

い
さ

な
き

い

さ
な

み

の
み
こ

と

の
御

子
天

せ
う

太
神

の
御

お

と
う

と

に
て

お
は
し

ま
す

こ

の
く

に
と
よ

あ

き

つ
し

ま

の
御

あ

る
し

と
し

て
あ
ま

く
た

ら

(第
4
紙
)

せ
給

ひ
し

と
き
は

し

め
て

い

つ
も

の
く

に

ひ
の

川

か
み
と

い
ふ

と
こ

ろ
に

い
た
り

給

ふ
そ

の

と

こ
ろ

に
お
き
な

う

は
あ

り

一
人

の
を

と

め

を
中

に
す

へ
て
な

き
か

な
し

む
事

せ

つ
な
り

み
こ
と

あ
や

し

み
給

て
な

に
ゆ

へ
に
か

一18一



く
な

き

か
な
し

む
そ

と
と

ひ
た

ま

へ
は
お
き

な

こ
た

へ
て
申
や

う
我

ら
は
此

く

に
の
神

に
て

候

か

お
き
な

を
は
あ

し
な

つ
ち
う

は
を

は
手

な

つ
ち
と
申

て
ふ
う

ふ

の
も

の

に
て
侍

り
又
是

な

る
を

と
め

は

い
な

た

ひ
め

と
申

て
ふ
う

ふ

の
も

の

〉
さ

い
あ

い

の
む
す

め

に
て
侍
り

し

か
る

に
こ

の
と
こ

ろ

に
や

ま
た

の
お
ろ

ち

と
申

て
尾

か
し
ら

と
も

に
八
あ

る
大

し
や

の

侍

て
と

し

こ
と

に
人

を

の
み
候

か

こ
よ

ひ
は

こ
の

ひ
め
を

か

の
お
ろ

ち
に

の
ま
れ

な
ん

と

す

こ

の
ゆ

へ
に
な

き
か
な

し

む
な
り

と
そ
申

け

る

み
こ
と

こ

の
よ
し

き
こ

し
め
し

さ
あ

ら

は
そ

の
ひ

め
を
わ

れ

に
あ

た

へ
よ

お
ろ

ち

の
な
ん

を

は
す
く

ふ

へ
し
と

の
た

ま

へ
は
お

き
な
う

は

よ
ろ

こ
ひ

か
し

こ
ま
り

て
や

か

て

(第
5
紙
)

い
な
た

ひ

め
を

み
こ
と

に
た

て
ま

つ
り

ぬ
こ
と

し
八

さ

い
な

り
と

そ
聞

え
し

さ

て
み
こ

と
は

お

ろ
ち
を

こ

ろ
し
給

は
ん

た
め

に

は
か
り

ご
と
を

な
し
給

ふ
ま

つ
ゆ

か
を

た
か

く

か
ま

へ
て

い

な
た

ひ
め
を

し
や

う
そ

く
さ

せ

ひ
ん

つ
ら

に
ゆ

つ
の

つ
ま
く

し
を

さ

〉
せ

て
ゆ

か
の

う

へ
に
す

ゑ
ら
れ

た
り

ゆ

か
の

四
方

の
め
く

り

に
は
火
を

た
き

ま

は
し
火

よ

り
外

八

の

さ

か

〉
め

に
八

し
ほ

り

の
さ
け

を
た

》

へ
て

あ

ひ
ま
ち
侍

る

さ
る

ほ
と

に
夜
も

ふ
け

し

か
は

い
な

ひ
か
り

と
き

く

し

て
雨

風
吹

し

ほ
り

い
か

つ
ち
な

り

は
た

め
き
大

山

の
く

つ
る

る

か
こ
と

く
し

て
や

ま
た

の

お
ろ
ち
出

き
た

れ
り

八

の
か
し

ら

こ
と

に
ご
ほ
く

の
こ
と
く

な
る

つ
の
お

ひ
て
日

月

の
こ
と
く

な

る
ま
な

こ
を

か

〉
や

か
し
た

れ
は

お
そ

ろ
し

と
も

い
ふ
は

か
り

な
し

や

か
て

ゆ
か

の
う

へ
な

る

い
な
た
姫

を

の
ま
ん

と
す

る

に
ゆ

か
の
あ

た
り

に
火
を

た
き

め
く

ら
し

た

れ
は
し

は
ら

く
た

ゆ
た

へ
り

(第
6
紙
)

 

〔絵

二
〕

(第
7
紙
)

時

に
も
た

い
の
さ
け

の
中

に

い
な
た
姫

の
か
け

の
う

つ
れ

る
を
見

て

い
な
た

ひ
め

こ

こ

に
あ
り

と
や

思

ひ
け

ん
八

の
か
し

ら
を

八

の
さ
か

〉
め

に
う

ち

ひ
た
し

て
あ
く

ま

て
さ

け
を

の
み
け

る
ほ

と

に
あ

ま
り

に
の
み
え

ひ

て
も

こ
よ

ひ
ふ

し
た

り
そ

の
時

み
こ
と

十

つ
か
の
け

ん
を

ぬ
き

て
お

ろ
ち
を

す
ん

く

に
き

り
給

ふ
尾

に

い
た
り

て

つ
る
き

の
や

い
は
す

こ
し

し

ろ
み
た

り

つ
る
き
を
取

な

を
し

お
を

さ
き

わ
け

て
み
給

へ
は
お

の

中

に
あ

や
し

き

つ
る
き
あ

り

け
り
此

つ
る

き

お
ろ

ち

の
お

に
あ

り
し
と

き
く

ろ
雲

つ

ね

に
お
ほ

へ
る

ゆ

へ
に

こ
れ

を
あ

ま

の
村

雲

の
け

ん
と
名

付

け

り
是
さ

い
し

や
う

の

一19一



つ
る

き
也

わ
た

く
し

に
も

つ

へ
か
ら
す

と
て
天

せ
う
太

神

に
た

て
ま

つ
り
給

ふ

こ
の

お
ろ
ち

す
な

は
ち
伊

吹
大

み

や
う
神

の
ほ

つ
た

い
也

此
神

の
け

〉
ん

し
給

ふ
ゆ

へ
に
今

の
弥

三
郎

と

の
さ
け

を

こ
の

み
給

ふ
に
や

と
を

し
は

か
り

(第
8
紙
)

申

侍

り

ぬ
さ

て
そ
さ

の

お
の
み

こ
と

は

い
な

た

ひ
め
を

は
し

め
と

し

て
す

か
の
里

に
す

み

給

ふ

い

つ
も

の
大

や

し
ろ

こ
れ
也

神
あ

か
ら

せ
給

て
も

こ
く

と
を

ま
も

り
人
民

を
あ

は

れ

み
給

ふ
御

め

く

み
な
を

し
も

ふ
か
く

お

は
し

ま
す

ゆ

へ
に

二
百
万

さ

い
を
過

て

の
ち
ふ

た

〉
ひ
世

に

い
て
給

ふ
人

わ
う
十

二
代

の
み

か

と
け

い
か
う

天
皇

の

み
こ
や

ま
と

た
け

の
み

こ
と

〉
申

た

て
ま

つ
る
は

す
な

は
ち

そ

さ

の
お
の

み
こ

と

の
御

さ

い
た
ん

と
そ

き

こ
え
し
此
御

と

き

に
あ
た

つ
て
ゑ
そ

か
し

ま

の
え

ひ
す

と
も

み

か
と

に
し
た

か

ひ
た

て

ま

つ
ら
す

あ

つ
ま

の
く

に
く

を

か
す
め
人

民

を

な
や
ま

し
侍

し

ほ
と

に
み

か
と
け

き
り

ん

ま

し
く

て

こ
れ
を

た

い
ら
け

ん
た

め

に
や

ま

と
た
け

の
み

こ
と
を

は
し

め

て
し

や
う

く

ん

に
な

し
給

て
関

の
ひ
か
し

に

つ
か
は

し

給

ふ

こ
の
時
伊

勢
太

神
宮

よ

り
あ
ま

の

む
ら
雲

の
け

ん
を
給

は

り
て

み

こ
と
あ

つ
ま

へ

く

た

り
給

へ
は
え

ひ
す

と
も

た
は

か
り

て
か
れ

(第
9
紙
)

の

〉
く

さ

に
火

を

つ
け

て
み

こ
と
を

や
き

こ
ろ
し

た

て
ま

つ
ら

ん

と
し
け

る

に
み

こ
と

つ
る

き

を

ぬ
き

て
草

を
な

き

は
ら

ひ
給
し

か
は

ほ

の
ほ

し
り

そ
き

つ
〉
か

へ
つ
て

お
ほ
く

の
え

ひ
す
と

も

ほ
ろ

ひ
に
け

り

こ
れ

に
よ

つ
て
此

つ
る
き

を
草

な
き

の

つ
る
き

と
な

つ
け
給

ひ

け

り
さ

て
そ

れ
よ

り
た

ひ
く

の
た

〉
か
ひ

に

お
ほ
く

の
え

ひ
す
を

せ

め
な

ひ
か
し

て

み
こ
と

は
か

み

つ
け

し
な

の

〉
く

に
を

へ
て

の
ほ

ら
せ

給

ふ
さ

て
も

む

か
し

い

つ
も

の
く

に

〉
て
そ

さ

の
お

の
み

こ
と

の
こ
ろ

し
給

ひ
し
や

ま
た

の

お

ろ
ち
は

す
く

に
そ

の

か
た
ち

は
秋

の
霜

の
下

に
く

ち
て

二
百
万

さ

い
を
過

し

か
と
も
し

ん

れ
い
は
な
を
れ
き
く

と
し
て
天
地
の
間
を

は
な

れ
す

お
ん

か

い
を

さ

し
は
さ

む
念

ふ
か

か
り

し
か

は
す
な

は

ち
や

ま
と
た

け

の
み
こ

と
を

そ

こ
な

ひ
て
む

か
し

の
む
く

ひ
せ

ん
と
思

ひ

て
し

な

の
よ
り

み

の
に

い

つ
る
山

ち

の
よ
き

み
ち

も
な

き
せ

つ
し
よ

に
ふ
し
た

け

二
三
十

ち
や

う
は

か
り

の
大

し
や

と
な
り

て
よ

こ
た

は
り

(第
10
紙
)

ふ
し
侍

り

き

み
こ
と

こ

の
よ
し
御

ら

ん
し

て

す

こ
し
も

お
と

ろ
き
給

は

す

こ
れ
は

こ
の
と

こ

ろ

に
て
わ
さ

は

ひ
し
給

ふ

 
 

 
 

 
 

 

神

な
ら

ん
と

お
ほ

し

 
 

 
 

 
 

 
 

め
し

て
ま

た
け

こ
え

て
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そ

と
を
り

給
け

る

(第
11
紙
)

 

〔絵

三
〕

(第
12
紙
)

時

に
大
し

や

い
か
り
を

な
し

て
も

と

よ
り

ふ
う
す

い

り

う
わ
う

の
け

〉
ん
な

れ

は
か

し
ら

よ
り
雨

を

ふ
ら
し

お
よ
り
雲

き

り
を

お

こ
し

て

た
ち
ま

ち

に
山

中
を

く
ら

や

み
に
な
し

し

か
は

み

こ
と
の

御

心
た
ち

ま
ち

に
え

ひ
給

た
る

か
こ

と
く

に
し

て
は
う
せ

ん
と

し
て
行

さ
き

も
さ

ら

に
わ
き

ま

へ
給

は

す
さ

れ
と
も

と

か
く
し

て

ふ
も

と

に

下
給

へ
り

か
た

は
ら
を

み
た

ま

へ
は

い
さ
き

よ
き

し

み

つ
な

か
れ

た
り
此

水

に
て
御

身
を

ひ
や

し

給

へ
は
御

ほ
と

を
り

さ
め

に
け
り

よ

つ
て

こ
の

み

つ
を
さ

め
か
井

と
名

つ
け
し
な

り

さ
れ
共

み
こ
と
は
御

こ

〉
ち

お

こ
た
ら

せ
給

は
す
し

て

つ

ゐ
に
伊
せ

の
く

に

〉
て
か
く

れ
給

へ
り
そ

の

御

し
ん
れ

い
し

ら
鳥

と
な

り
て

に
し
を

さ
し

て
と
ひ
給

ふ

か
は
ち

の
く

に
し
ら

鳥

の
大
明

神

こ
れ
な

り
そ

の
た

〉
り
を

な
し

つ
る
大
し

や

こ
そ

い
ふ
き

の
大

み
や
う

神

に
て

お
は

し
ま

し

ぬ
れ
か
や
う

に
お
そ

ろ
し

き
神

の
う

ち
人

又
は

申

子
に

て
な
ん

お
は
し

ぬ

れ
は
弥

三
郎

と

の
も

(第
13
紙
)

野
山

の
け

た
も

の
を

か
り

と
り

て
あ

さ
ゆ

ふ

の
し
き
も

つ
と

し
給

へ
り

も
し

け
も

の
を

と

り

え
さ

る
日

は
て
ん

ふ
や

し
ん

の
た

か
ら

と

す

る
六
ち

く

の
た
く

ひ
た

き
木

を

お

へ
る
馬

田

を
た

か

へ
す
う

し

み
る

ま

〉
に
う
は

ひ
と

り

う

ち

こ
ろ
し

し
よ

く
し

け

る
あ
り

さ
ま

き
し

ん

と

い
ふ
は

こ
れ
な

る

へ
し

の
ち

に
は
人

を
も

く

ひ
給

ふ

へ
し
と

て
み

き

》
し
ほ

と
の
も

の

み
な
く

と
こ

ろ
を
す

て

〉
四
方

へ
に
け

ち
り
し

ほ

と

に
伊

ふ
き

の
さ
と

の
ち

か
き
あ

た
り

は
人

す
ま

ぬ
野
原

と

そ
成

に
け

る
そ

の

こ
ろ

お
な

し
き
く

に

〉
お

ほ

の
木

と

の
と
申

て
う

と
く

の
人
侍

り

け
り

き
ん
り

の
人

く

に

お
も
ん

せ
ら

れ

お
ほ
く

の
け
ん
そ

く
と

も
を

し

た
か

へ
て

ま

こ
と
に

ゆ

〉
し
き
あ

り
さ

ま
な

り

此

人

さ

い
あ

い
の
む
す

め
を

一
人

も
ち
給

ふ
み

め
か

た
ち
う

つ
く

し
く

心

も
や

さ
し
く

あ
り

し
か

は
父
母

こ
れ
を

か
し

つ
き

て
あ

て
な

る
人

に

あ

は

せ
ん

と

こ

〉
う

さ
し

つ

〉
十

六

の
春
秋

を

〉

く

り

む
か

へ
て
過

し

け
り
世

に
あ

る
人

の
も

て

(第
14
紙
)

な
し
給

ふ

ひ
め

き
み

な
れ

は
も

の
ふ

か
く
す

み

な

し

て
か

り
そ

め

に
も
人

に
ま

み
ゆ

る
こ

と
も

な
く
あ

ま

た

の
も
り

め

の
と

に

い
つ
き
あ

か
め

ら
れ
月

を

な
か

め
花

に
た

は

ふ
れ
て
あ

か
し

く
ら

し
侍

り
け

る
と

こ
ろ

に

い
か
な

る
人

に
や

あ

り

け
ん

こ

の
ひ
め

君

の
も
と

へ
よ
な

く

か
よ

ふ

こ
と
あ

り
け

り
し

か
る

に
日
夜

か

た
は
ら

を

立

さ

ら
す

し

て
宮

つ
か

へ
す

る
女

は
う

た

ち

も
あ

へ
て
こ
れ

を
し

ら
す

ま
し

て
母

う

へ
や
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め

の
と

の

つ
ほ

ね
な

と
は

ゆ
め

に
も

い
か
て
か

し
り
侍

る

へ
き
月

日
す

て

に
み

ち
て
た

、

な
ら

ぬ
け

し
き

に
み

え
給

へ
は

め
の
と
大

き

に
お
と
ろ

き

て

い
か
な
る
御

事

そ
と
し

き
り

に
と

ひ
侍

り
け

れ

は
ひ
め

き

み
の
給

ふ
や

う
た

れ
と

は
し

ら
す

そ

の
あ

り

さ
ま
け

た
か

き
人

の
よ

な
く

き

た
り
給

ふ

と
こ
そ

お

ほ

ゆ
れ
と
あ

り

し

か
は
そ

れ
は

も
し
ま

え
ん
け

し
や

う

の
も

の
に

て
そ
侍

る

へ
き
あ
さ

ま
し

き
事

か
な

と
思

ひ

て
は

〉
う

へ
に
か
く

と

申

す

は

〉
う

へ
大
き

に
お

と
ろ

き
さ
は

き
て

(第
15
紙
)

さ
た

め

て

へ
ん

け

の
も

の

〉
し

わ
さ
成

へ
し

と

に
か
く

に
は

う

へ
ん
を

め
く

ら
し

て
そ

の

ぬ
し
を
あ

ら
は

さ

は
や
と

お
ほ

し
て

お
た
巻

と

い
ふ
も

の

に
は
り

を

つ
け

て
こ
れ
を

こ

よ

ひ
ま

れ
人

の
も
す

そ

に
ぬ

ひ

つ
け

た

ま

へ
と
て

ひ
め

き
み

に

 

 
 

 
 

 
 

 
 

さ

つ
け
給

ふ

(第
16
紙
)

 

〔
絵

四
〕

(第
17
紙
)

さ

て
そ

の
夜

か

の
ま
れ
人

の
き

た
り
給

ひ
し

か
は
を

し

へ
の
ま

〉
に
も

す
そ

に
は

り
を
取

つ
け
て
あ

し
た

に
こ
れ
を

見
侍

り
し

か
は

そ

の

い
と
か
き

の
あ

な
よ

り
そ
出

に
け

る
さ

れ
は

こ
そ

へ
ん
け

の
も

の

〉
し
わ

さ
な
り

て

う
た

て
し
さ

い
は

ん

か
た
な

し
さ

て
そ

の

い
と

を

し
る

へ
と

し

て
た

つ
ね
行

け

れ
は

い
ふ
き

山

の
ほ

と
り

な
る
弥

三
郎

と
の

〉
家

に
そ
と

ま

り
け

る
も

と
よ

り

こ
の
人

は

た

〉
人

に

あ

ら
す

と
聞

を
よ

ひ
し

に
か

》
る
ふ

し
き
を

あ

ら

は
し
給

へ
は
さ

て
は
神

に
て
お

は
し

ま
す

か
と

て
お
そ

れ
あ

か
め
侍

り
け

り
お

ほ

の

き

と

の
こ

の
よ
し

き

こ
し
め
し

か
や
う

の
人

の
わ

か
む
す

め

の
も
と

へ
か
よ

は
せ
給

は

〉
い

か
に
も

う

や
ま

ひ
た

て
ま

つ
る

へ
し

も
し

御

こ

〉
う

に
さ

か
ひ
な

は
か
な

ら
す
あ

し

か
る

へ

し

い
か

に
も

か

の
ま
れ
人

を
な

く
さ

め
た

て

ま

つ
り

給

へ
と

て
さ
ん

か

い
の
ち
ん

ふ

つ
を

と

〉
の

へ
も

た

い

に
さ

け
を
た

〉

へ
て

ひ
め

(第
18
紙
)

君

の
も

と

へ
を
く

り
給

ふ
夜

に

い
り

て
弥

三
郎
殿

わ

た
り
給

ふ

ひ
め
き

み
申

給

ふ
や
う

こ

の
と
し
月

か
く

ち
き

り
を

こ
め

て
た

》

な
ら

ぬ
身

と
さ

へ
な
り

て
候

へ
と
も

つ
ゐ

に

君

の
う

る

は
し

き
御

あ

り
さ
ま

を
見

た

て

ま

つ
ら
さ

る

こ
そ
あ

ち
き
な
く

侍
れ

と
う

ら

み
給

へ
は
ま

こ
と

に
う

ら

み
給

ふ
も

こ

と
は
り

な
り

こ

の
と
し

こ
ろ

し
の

ひ
し

こ

〉
う

さ
し

は

は
ら

み
給

ひ
し

と

こ
ろ
の
子

は
か
な

ら
す
男

子

な
る

へ
し

心
た

け
く

い
か

め
し
う

し
て
天

下

の

ぬ
し

と
も
な

る

へ
か
り

し
を

か
や
う

に
わ

か
名

を
も

ら

し
な

は
天
下

を
と

ら
ん

ほ
と

一22



の
く

は
ほ
う

は
あ

る
ま
し

さ
り
な

か
ら

よ
く

し
た

》
め
な

は
こ

の
く

に
の
あ

る
し
と

な

る

へ
し
わ

れ

こ
そ
伊
吹

の
弥

三
郎

な
れ

と
そ

の
給

ひ
け
る
さ

る
ほ

と

に
さ

ん

か

い
の
ち
ん

ふ

つ
を
も

つ
て
さ

け
を

さ
ま

く

に
し

ゐ
た

て
ま

つ
り

ぬ
御

け
し
き

よ

く
見
え

た
ま

へ
は

お
ほ

の
き
と

の
も
き

た

の
か
た
も
た

ち
出

て
た

い
め
ん

し
た
ま

ふ

(第
19
紙
)

か
な

た
こ
な

た
よ

り
御

さ

か

つ
き
を

 
 
 

 
 

 
 

さ
し
ま

い
ら

せ
な
と

し

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
て

 
 
 

 
 

 
 

 
 
夜

も
す

か
ら
さ

け

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
を

 
 
 

 
 

 
 

 
す

〉
め
た

て
ま

つ
り

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
給

ふ

(第
20
紙
)

 

〔絵

五
〕

(第
21
紙
)

あ
ま

り
に

い
た
く

の

み
え
ひ

て
御

こ

〉
う
も

み
た

れ
し

か
は
伊

ふ
き

に
そ

か

へ
ら

せ
給

ひ

け
る

と
し

こ
ろ
さ

け
を
す

き

て
ゆ

〉
し

く

の
み
給

ひ
し

か
と

も

か
く

の
こ
と
く

に
え

ひ

み
た

れ
給

ふ
こ
と

は
な

か
り
き

七

つ
の
さ

か

〉

め

に
た

〉

へ
た
る

さ
け
を

の

こ
り
な
く

の

み

ほ

し
給

ぬ

れ
は
し

ん
く

か
き

く

れ
た
る

こ
そ

こ
と
は
り
な

れ

さ
て
夜

の
ふ

し
と

に

い
り

給

ひ

つ
〉
あ

と
も

ま
く

ら
も

し
ら
す

し
て

ふ
し
給

ふ
か

つ
ゐ
に
は

か
な
く
成

り

給

ふ

一
日

く
れ

二
日

す
き
七

日

に
い
た

る
ま

て
お

き

い
て
給
ふ
事
も
な
か
り
し
か
は
み
な
く

申

や

う

さ
て
は

む
な
し

く
な

り
給

ふ
そ

と

て

野

へ
に
を

く
り

た
て
ま

つ
り

つ
か
に

つ
き

こ
め
侍
り

け
り

も
ろ

こ
し

の
り
う

け
ん

せ
き

は
ち

う
さ

ん

の
い
ち

に

い
た

り
て

さ
け

を

の
み
あ

ま
り

に
え

ひ
し

つ
み

て
人
心

ち
も

な

か
り
し

か
は

し
し
た

り
と
思

ひ
て
野

へ
の

つ

か

に

つ
き

こ
め

た
れ
は
千

日

と

い
ふ

に
さ
け

(第
22
紙
)

の
え

ひ
さ

め
し

ほ
と

に
す
な

は
ち

よ

み
か

へ
り

て

つ
か
を

く

つ
し
て
出

た
り

と
か

や
か

》
る

た

め
し
も

あ
り
弥

三
郎
殿

は
こ
と

に

つ
う
り

き

を

え
給

ひ
た
る

人
な

れ
は

い
ま

に
え

ひ
さ

め
て

つ
か
を
く

つ
し

て
出
給

ふ
ら

ん
と

思

へ
と

つ
ゐ

に
そ

の
さ

た
も

な
か
り

け
り

(第
23
紙
)

 

〔絵

六

〕

(第
24
紙
)

一23一



       伊吹 とうし表紙 大 英博物館蔵

     (All rights reserved the British Museum)

             絵一

             絵一

続
一24一



y4__4;

絵四

絵五

絵六

25



大英博物館蔵 伊 吹とうし上

(所蔵番号Jp.2877)

 縦 33.0

国 会図書館蔵 伊 吹 とうし(1軸)

(所蔵 番号 寄 別10-48)

 縦33.0

紙 数 横(糎) 詞(行) 紙 数 横(糎) 詞(行)

第1紙 49.0 14 第1紙 49.0 15

第2紙 48.0 絵一 ① 第2紙 49.7 18

第3紙 ,;, O 第3紙 49.2 絵 一

第4紙 49.4 19 第4紙 50.1 19

第5紙 49.4 20 第5紙 49.4 20

第6紙 49.0 20 第6紙 24.5 9

第7紙 48.5 絵二 第7紙 49.5 絵二

第8紙 49.6 19 第8紙 49.8 19

第9紙 49.7 20 第9紙 24.5 9

第10紙 49.7 20 第10紙 49.0 絵三

第11紙 22.6 6 第11紙 49.9 19

第12紙 49.5 絵三 第12紙 49.5 20

第13紙 49.8 19 第13紙 49.6 18

第14紙 49.4 20 第14紙 49.5 絵四

第15紙 49.4 20 第15紙 49.4 19

第16紙 25.9 7 第16紙 49.5 20

第17紙 49.5 絵四 第17紙 49.5 17

第18紙 49.4 19 第18紙 50.4 絵五

第19紙 49.4 20 第19紙 49.4 19

第20紙 22.5 7 第20紙 21.5 5

第21紙 49.0 絵五 第21紙 49.0 絵六 ①

第22紙 49.3 19 第22紙 49.0 0
第23紙 26.2 6 第23紙  1 5

第24紙 49.2 合 計 1,038.9 251.0

合 計 1,081.8 275 見 返 し  36。0  軸付 紙  12.0

見返 し  36.0  軸付 紙  12.0
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